
日
本
史
研
究
推
進
委
員
会

麒
知

「神
奈
川
に
お
け
る
交
易

上
父
流

―

モ
ノ
を
活
用
し
た
日
本
史
教
材

―
」
経
過
報
告

局

校

白

川

重

敏

日
本
史
研
究
推
進
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

一
つ
の
共
同
研
究
テ
ー
マ
を
三

年
間

一
サ
イ
ク
ル
と
し
て
研
究
活
動
を
続
け
、
研
究
発
表
を
行

っ
て
き
た
。
そ

の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
日
々
の
日
本
史
授
業
の
中
で
、
県
内
の
各
地
域
に
あ

る
史
料
を
教
材
化
し
、
授
業
に
活
用
し
、
歴
史
授
業

へ
の
興
味

。
関
心
を
高
め
、

さ
ら
に
地
域

へ
の
歴
史
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
研
究
目
的
に
し
て
い
る
。
新
課

程
導
入
に
よ
り
、
地
域
史

・
地
域
史
料
の
活
用
が
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、

日
本
史
研
究
推
進
委
員
会
発
足
以
来
続
け
て
き
た
活
動
が
さ
ら
に
生
か
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

さ
て
今
年
度
は
新
た
な
共
同
テ
ー
マ
と
し
て

「神
奈
川
に
お
け
る
交
易

・
交

流

―
モ
ノ
を
活
用
し
た
日
本
史
教
材

―
」
を
設
定
し
、
「
モ
ノ
」
と
地
域
の

交
流

・
交
易
関
係
を
探

っ
て
い
こ
う
と
研
究
を
始
め
た
。
活
動
は
毎
月

一
回
、

八
月
と
二
月
を
除
い
て
、
委
員
の
勤
務
校
や
県
内
施
設
を
使

っ
て
月
例
会
を
開

き
、
各
委
員
が
研
究
テ
ー
マ
に
添

つ
た
レ
ポ
ー
ト
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
成
果
を

秋
と
春
の
研
究
発
表
会
で
発
表
し
て
き
た
。
ま
た
恒
例
と
な
っ
た
世
界
史
研
究

推
進
委
員
会
と
合
同
研
究
会
も
実
施
し
、
さ
ら
に
県
内
施
設
を
利
用
し
た
例
会

に
も
世
界
史
研
究
推
進
委
員
会
に
呼
び
か
け
、
日
世
合
同
で
活
発
な
討
議
が
な

さ
れ
た
。
八
月
に
は
恒
例
の
夏
季
巡
検
も
実
施
し
た
。　
一
五
年
度
の
活
動
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

【月
例
会
】

一
五
年
度
は
次
の
会
場
で
月
例
会
を
実
施
し
た
。
四
月

（七
里
ガ
浜
）
・
五

月

（港
南
台
）
・
六
月

（川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

・
世
界
史
参
加
）
・
七

月

（川
崎
　
日
本
史

・
世
界
史
合
同
推
進
委
員
会
）
・
九
月

（県
立
歴
史
博
物

館

・
世
界
史
研
究
推
進
委
参
加
）
。
一
〇
月

（茅
ヶ
崎
）
。
一
一
月

（県
立
歴

史
博
物
館
）
。
一
二
月

（上
鶴
間
）
。
一
月

（相
武
台
）
。
三
月

（七
里
ガ
浜
）

【研
究
発
表
】

○
秋
季
研
究
大
会

（
一
〇
月
二
二
日
）
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー

「黒
船
情
報

北
上
す
―
幕
末
の
マ
ス
コ
ミ
事
情
丁
」
白
川
　
重
敏

（川
崎
高
校
）

「身
近
に
な
つ
た
文
化
財
―
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
中
心
に
―
」

木
村
　
芳
幸

（柏
陽
高
校
）

○
春
季
研
究
発
表
会

（三
月
九
日
）
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー

「江
戸
時
代
の
製
糖
と
池
上
幸
豊
」
　
　
　
　
鍵
和
田
武
彦

（相
武
台
高
校
）

「戦
死
者
は
ど
の
よ
う
に
慰
霊

。
供
養
さ
れ
た
か
―
三
浦
郡
葉
山
町
に
お
け

る
戦
没
者
墓
標
等
の
調
査
か
ら
」
　

　

坂
井
　
久
能

（神
奈
川
総
合
高
校
）

【夏
季
巡
検
】

恒
例
と
な

っ
た
夏
季
巡
見
は
八
月
二
六
日
に
実
施
し
た
。
今
年
度
は

「新
選

組
と
自
由
民
権
運
動
の
里
を
巡
る
」
と
称
し
て
日
野

・
八
王
子

・
町
田
方
面
を

実
施
し
た
。
コ
ー
ス
は
石
田
寺

（歳
三
の
墓
）
・
上
方
歳
三
資
料
館

。
高
幡
不

動

。
絹
の
道
資
料
館

・
絹
の
道

。
小
島
資
料
館

（車
窓
見
学
）
。
自
由
民
権
資

料
館
を
回
っ
た
が
、
土
方
歳
三
資
料
館
で
は
予
約
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

折
か
ら
の
新
選
組
ブ
ー
ム
か
ら
京
都
博
物
館
が
収
蔵
品
を
搬
出
す
る
と
い
う

ハ

プ
ニ
ン
グ
に
見
舞
わ
れ
た
。
次
年
度
も
引
き
続
き
巡
検
を
企
画
す
る
予
定
で
あ
る
。

最
後
に
な

っ
た
が
、
月
例
会
の
会
場
を
ご
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
各
高
等
学

校

・
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

・
歴
史
博
物
館
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

川
山奇
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